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新・ 江戸を歩く

登
り
、
官
軍
を
指
揮
し
て
江
戸
に
向
か
っ
て
い
た
。

そ
の

前
に
、
海
舟
は
、
弟
子
、
坂
本
龍
馬
を
西
郷
に
紹
介
す
る。

薩
摩
か
ら
帰
っ

て
来
た
龍
馬
に
海
舟
は

「ど
う
だ
つ
た
か

え

」
と
聞
く
。

龍
馬
の
回
答
が
面
白
い
。

「な
る
ほ
ど
西

郷
と
い
う
奴
は
、

分
か
ら
ぬ
奴
だ
。

少
し
く
た
た
け
ば
少

し
く
響
き
、
大
き
く
た
た
け
ば
大
き
く
特
く
。

も
し
ば
か

な
ら
大
ば
か
で
、
利
口
な
ら
大
き
な
利
口
だ
ろ
う
」
。

や

が
て
土
佐
十
五
代
藩
主
山
内
容
堂
が
龍
馬
の
「舟
中
八
策
」

を
元
に
、
大
政

悲
還
を
慶
喜
に
建
白
。

慶
応
三
年
大
政
悲

還
が
成
る
。

龍
馬
の
薩
長
迎
合

。
王
政
復
古
の
大
号
令
。

慶
応
四
年

(
一
八
六
人
)
の
戊
申
戦
争
。

官
軍
東
海
道
を

登
る
。

浜
松
で
海
舟
の
知
友
、
山
岡
鉄
舟
が
海
舟
の
親
書

を
携
え
て
西
郷
と

会
談
。

官
軍
は
品
川
に
来
る
。

海
舟
と

西
郷
は
、
薩
摩
藩
中
屋
敷
、
愛
岩
山
で
会
談
。

愛
宕
山
は

海
抜
二
十
六
メ
ー
ト
ル
と
小
高
い
丘
だ
が
、
当
時
江
戸
市

中
を
見
渡
せ
た
。

海
舟
は
い
う

。
「
こ
れ
が
み
ん
な
燃
え

て
し
ま
う
よ
う
な
肢
は
避
け
た
い

」。

海
舟
は
幕
府
軍
を

抑
え
る
と
と
も
に
、
浅
草
、
町
火
消
し
の
大
頭
領
、
新
門

辰
五
郎
に

「江
戸
の
民
衆
が
さ
わ
が
ぬ

よ
う
に

」
依
頼
。

そ
し
て
、
西
郷
南
州

と
の
最
後
の
会
談
に
挑
む
。

海
舟
は
た

っ
た

一
人
の
従
者
を
連
れ
、
ま
る
で
東

海
道
を
散
歩
す
る
か
の
ご
と
く
、
金
杉

橋
を
渡
り
、
芝
浜
の
海
を
眺
め
な
が
ら

、

薩
臨
時
の
蔵
屋
敷
に
着
く
。

丁
重
な
出
迎

え
。

座
敷
に
上
が
る
と
、
周
回
に
は
襖

を
隔
て
て
、
薩
摩
藩
の
家

来
が
抜
刀
の

準
備
を
し
て
い
る
。

や
が
て
西
郷
が
着

流
し
で
ひ
ょ
う

ひ
ょ

う
と
座
敷
へ
。

正

座
し

て
い
た
海
舟
が
、
こ
と
の
決
着
を
静
か
に
語
る
と
、

西
郷
は
一
言

「よ
く
、
わ
か
り
申
し
た

」
。
こ
れ
が
、
江

戸
百
万
人
が
救
わ
れ
た
瞬
間
で
あ
る
。

彰
義
隊
が
上
野
寛

永
寺
に
立
て
こ
も

っ
た
た
め
に
、
広
大
な
寺
社
は
灰
越
に

帰
し
た
。

増
上
寺
は
無
事
で
あ
っ
た
。

官
箪
幹
部
は
安
堵

し
て
増
上
寺
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

江戸鱒減会見の"43 



-
大
棋

〈議
〉
干
し
大
根
雲
の
流
れ
の
速
さ
唱

何
本
も
の
葉
の
付
け
極
を
縄
で
束
ね
て
、
稲
架
に

吊
し
た
り
木
の
枝
な
ど
に
掛
け
る
。

家
で
使
う
分
な

ら
軒
下
に
吊
せ
ば
よ
い。
日
照
り
が
続
い
て
ほ
し
い

し
風
の
加
勢
も
あ
り
が
た
い。
雲
の
速
さ
は
そ
れ
ら

務
』
満
た
し
て
く
れ
て
い
る
の.
たろ
う
。

〈佳
作
〉
大
根
の
ど
ろ
リ
ピ
煮
え
T

人
の
来
る

ど

佐
藤

鈴
木
真
理
子

大
根
蒔
く
手
の
ひ
ら
程
の
菜
園
に

山
口

峰
々
の
雨
雲
去
リ
ぬ
大
根
蒔
く

井
村

• 露
〈g

金
山
道
の
細
き
矢
印
萩
の
露

萩
に
白
い
て
い
る
の
は
朝
川
崎
た
ろ
う
。

出
発
し
て

ま
だ
そ
れ
程
の
高
さ
に
は
達
し
て
い
な
い。
矢
印
の

細
い
板
が
行
く
先
を
示
し
て
い
る。

こ
れ
か
ら
先
、

慣
子

善
也

大
西

44 
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選者=鎗田河郎子

幾
つ
も
の
細
い
矢
印
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
し
な
が

ら
、
頂
上
を
目
指
し
て
行
く
の
で
あ
る。

〈佳
作
〉
露
し
と
ど
供
華
切
リ
に
虫T
祷
溝
ら
す

芋
の
露
ま
ろ
く
小
さ
き
も
の
愛
す

金
谷
+ 
条

震
じ
め
リ
晴
奇
異
リ
L

畑
の
も
の

浜
口

-
自
由
題

友
江

苑
を

佳
春

〈特
選〉
帰
渚
ど
は
無
縁
に
生
き
て
墓
洗
・
つ

日
本
列
島
に
盆
の
帰
省
と
い
う
大
移
動
が
あ
る。

過
疎
の
村
も
、
乙
の
時
と
正
月
ば
か
り
は
に
ぎ
や
か

に
な
る
。

作
者
は
そ
こ
に
生
ま
れ
育
ち
、
身
内
た
ち

も
多
分
土
地
を
離
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う。
静
か
に

盆
会
迦
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

〈佳
作
〉
お
き
椅
の
横
顔
知
f
子
酉
の
市

和
田

熊
手
買
・

井
口

塩
利
き
し
鯵
の
干
物
の
眼
が
澄
み
ぬ

東

寺
下

仁菜保

忠
至

45 



、

浄
土
臆
上
句
会
の

お
知
ら
せ

蓄薄
氷

自
由
題

大
緩

み
ピ
リ
糞
の
史
に
彩
る
大
根
漬
け

右
も
左
も
大
根
簾
薮
塚
岡
崎

大
根
炊
く
寸
の
輪
切
に
白
負
す
・
』L

大
放
の
煮
方
を
記
せ
L

母
ノ
l

ト

大
級
生
ふ
畝
の
歪
み
に
沿
い
し
ま
ま

鰹
大
根
伊
勢
の
海
よ
リ
風
も
ら
い

子
大
根
鍍
刻
む
ほ
ど
味
深
む

半
分
の
大
殺
で
足
る
タ
仕
度

館四
天
王
の
検
怒
あ
ら
わ
に
露
の
紋

緋
衣
の
お
地
保
健
目
ピ
な
る
秋
の
宵

露
ぜ
L

や
朝
刊
ピ
リ
に
ポ
ス
ト
迄

河
令
官
美
枝

金
谷
友
江

片
綱
τ

い
女

中
島
宮
士
子

伊
蕊
寿
美
子

浜
口
俊
春

石
原
新

増
田
信
子

河
令
官
美
枝

佐
瓜
綾
子

中
島
宮
士
子

締
切
・
ニ
O
O
六
年
十
二
月
二
十
日

発
表
・

『浄
土
』
二
O
O
七
年
二
・
三
月
号

選
者
・

旭
国
河
郎
子
(『南
風
』
主
宰
)

応
募
方
法

・
い
ず
れ
の
題
と
も
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

.
特
選
各
1

名
・
佳
作
各
3

名

葉
書
に
俳
句
〈何
句
で
も
可
)と
、
住
所
・

氏
名
を
必
ず
お
禽
き
下

さ
い
。

宛
先

〒

前
'
o
o
-
-

東
京
都
港
区
芝
公
園
4

1
7
1
4

明
照
会
館
内

月
刊

『浄
土
』
務
上
句
会
係

山
露
L

ピ
ピ
死
刑
を
越
ゆ
る
刑
は
な
し

…
錐
撞
5
T

屋
根
よ
リ
ぽ
ど
リ
納
の
露

…

裏
戸
か
ら
震
ぴ
っ
L

リ
ピ
家
凶
む

…
朝
露
に
手
を
吏
込
み
て
若
荷
採
る

…

露
深
き
山
野
に
跡
周
る
獣
紘

…
手
の
禁
に
L

ば
ら
く
遊
ぷ
露
の
玉

…
自
由
題

コ
ス
モ
ス
の
ひ
ど
む
ら
優
L

美
術
館
河
令
官
美
枝

…

金
仏
の
木
魚
響
け
リ
秩
の
空
桂
成
綾
子

…
紋
思
議
L

溝
れ
τ

寄
リ
添
ふ
道
の
紳
中
島
宮
士
子

…

う
っ
す
ら
と
初
雪
の
声
や
利
尻
官
士
工
藤
浄
真

…
歩
道
を
は
づ
れ
て
静
か
八
つ
頭
袴
田
阿
形

…

は
ん
べ
ん
を
噴
め
ば
初
冬
ど
な
リ
に
け
リ
十
条
苑
を

肌
炎
、
や
セ
ー
ラ
ー
服
を
吊
す
家
大
山
東
人

冬
織
の
こ
ん
も
リ
ピ
L
T

秒
緋
屋
山
王
吾
匁

老
眼
鏡
斜
け
て
鋳
き
い
L

大
根
綾
浦
田
ち
ゑ

普
段
着
に
着
替
え
落
ら
つ
く
菊
日
和
池
田
伊
吹

十
三
夜
最
終
始
に
槽
も
重
リ
直
由
主
人

情
性
に
て
綴
る
日
記
や
衣
の
赦
石
井
正

紅
碕
葵
沖
の
ま
ぷL
く
凪
μさ
に
け
リ
北
川
弘
子

併
客
を
送
リ
白
露
の
家
と
な
る
坂
下
佳
子 片

桐
て
い
女

:

エ
怠
浄
古
典

4

山
口
信
子

井
村
義
也

増
田
信
子

吉
崎
美
和
子
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編集後記

十
八
と
い
う
数
だ
け
に
年
惜
し
む

岱
潤

先
日
保
護
観
察
協
会
の
人
た
ち
と
神

奈
川
の

少
年
院
を
訪
れ
る
機
会
を
得
た
.

少
年
院
に
は
初
等
・
中
等
・
特
別

・

医
療
の

四
種
頼
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
こ
の
少
年
院
は
医

療
少
年
院
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
医

療
と
い
っ
て
も
内
科
や
外
科
の
症
状
の
少
年
で

は
な
く
、
精
神
科
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か

し
こ
こ
は
軽
度
の
知
的
隊
容
の
予
が
三
割
弱
で

最
も
多
く
、
発
達
陣
容
や
、
不
安
障

害
の
子

、

て
ん
か
ん
や
A
D
H
D

の
子
な
ど
だ
そ
う
だ
。

彼
等
の
刑
期
は
ほ
ぼ
十

一
ヶ
月
で
、
そ
の
聞

に
心
理
療
法
や
作
業
療
法
と
い
っ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
こ
な
し
、
毎
日
ド
リ
ル

学
習
や
運
動
、

陶
芸
や
絵
簡
な
ど
で
自
分
を
見
つ
め
、
棋
擬売

店
な
ど
で
社
会
性
を
養
い

、

時
に
は
薬
を
貰
い
、

自

己
改
革
・

精
神
的
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

前
に
何
度
か
訪
れ
た

一
般
的
な
刑
務
所
で

は
、
刑
務
所
は
心
の
改
善
や
教
育
を
行
う
と
こ

ろ
で
は
な
く
刑
割
に
処
す
る
と
こ
ろ
、
刑
制
と

は
強
制
労
働
で
あ
る
と
い
う
説
明
を
何
度
も

聞

い
て
き
た
し
、
川
越
の
少
年
刑
務
所
は
技
能
取

得
学
校
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
こ
は
よ

ほ
ど
し
っ

か
り
し
て
い
る
よ
う
に
恩
え
た
・
今

の
日
本
で
は
心
を
病
ん
だ
人
聞
は
改
善
の
見
込

み
が
あ
る
が
、
心
も
病
ま
な
い
よ
う
な
者
は
、

変
わ
る
見
込
み
も
な
い
と

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ

う
か
。
(

長
)

雑誌 『浄土j
特別、維持、賛助会員の方々
飯田実箪(駒ヶ綴 ・ 安楽寺)
厳谷腸正 ( 目黒 ・ 祐天寺)
江口定信(浦安 ・ 大蓮寺)
大江国鱒噂(仙台 ・西方寺)
大図秀三 (大本山清浄3医院)
北山大趨(焼滞 ・ 光心寺)
熊谷鏑彦(佐賀 ・ 本H信号寺)
粂原恒久(川鎗・ 建型車寺)
健康孝雄(鎌倉・尚徳院)
健康成煩(品川 ・ 願行寺)
佐.良純(小石川 ・ 光岡電子)
東海事事奥雲(塩釜・祭上寄与)
須.隆仙(函館 ・ 称名寺)
舗山祭鍵 (:長野 ・ 十念寺)
高口議行(大阪 ・ 一心寺)
回中う既成 (町悶 ・養運寺)
中島.成 (背山 ・梅窓院)
中村康雪量 (清水・実相寺)
中村珊貧(仙台 ・感鈍院)
野上智徳(静岡 ・ 宝台院)
樋口隆信(石巻 ・ 西光寺)
蔵田得三(鴻巣 ・勝願寺)
繍国車爾(静岡・書E陽院)
窓多様敏(両国・回向院)
真野飽海(芝・天光院)
刷樽之(網代 ・ 教安寺)
水科普隆(長野 ・ 寛B隆寺)
宮毒事昭彦 (大本山光明寺)
宮事事錐彦 (横浜 ・ 大光続)
山田和. (諏訪・貞松腕)
(敏軍事鶴・ 五十音順)

hup:/Igckkan-jodo.info ホームページ
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⑮ゆ欄よきょぽZ3A町一
法然上人鑓仰会のホームページご紹介

業

法然上人鑓仰会の機関誌月干IJ r浄土』は会員の皆綴方のお力添えで本年の

2/3 月合併号で通巻 800 号を迎えました. 執筆に携わっていただいた先達善

知織は 1700 名を超えております。

鏑仰会ではこれら創刊号から現在に至る月干IJ ~浄土~ 800 冊以上、総

35000 ページあまりの貴重な財産を PDF 化しインターネ ッ トを通して全国の

会員の皆様に自由にお読みいただけますように準備しております。 現在 400

冊ほどがお読みいただけます。

効果的な使用方法といたしましては rhttp://gekkan-jodo.ìnfoJ にアクセ

スし、月干IJ r浄土』 検索から目次検索で氏名やタイトル名で検索し、 表示され

た検索結果から読みたい 『浄土』 を選択すれば目次一覧がでてきます。 そのペー

ジの表紙下部の r>>PDFJ をクリックすれば PDF ファイルが表示されます.

お読みいただくには PDF ビューアなどのアプリケーションが必要です。 詳しく

は、月刊 『浄土ß PDF 一覧 rhttp://pdf.gekkan-jodo. ìnfoJ をご覧ください.

これを機会にお近くの一人でも多くの方々に月刊 『浄土』をお勧めいただき、

法然上人錨仰会の会員にご勧誘いただければ甚だ幸いに存じます。

法然上人鍛仰会スタッフ一同
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